
　

山口県大島防災センターだより
山口県大島防災センター 〒742-2301 山口県大島郡周防大島町大字久賀5066-5 ℡0820-79-1133

E-mail ： bousai@town.suo-oshima.lg.jp

第４９号

平成３０年１月

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。

◎安全空間を確保する
寝室や幼児・高齢者のいる部屋にはなるべく家具を置かない。

部屋の出入り口付近や廊下、階段等に物を置かない。

地震時の出火を防ぐため、火気の周辺に家具を置かない。

家具の上にガラス製品等壊れやすい物を置かない。

◎家具の正しい設置・使用を行う
じゅうたんや畳の上の家具は倒れやすいので、背の高い家具を置かない。

収納は、重い物を下に、軽いものは上にし、倒れにくくする。

前のめりにならないよう、家具の下部前方に板などを入れ、壁にもたれ気味に置く。

◎転倒防止器具等で固定する
壁にＬ型金具等で固定する。（壁の内側を調べて縦桟などを確認）

壁や床に直接固定できない場合、２種類以上の器具で上下から固定する。

【転倒防止金具・ポールなど】

上下が分割している家具は必ず金具で固定し、上の家具の落下を防止する。

【重ね留め用金具】

壁への固定が困難な場合、天井との隙間を埋める。

【高さ調整式の上置型収納ユニット】

◎扉・引き出しの飛び出し防止
収納物の落下・飛び出しを防止するため、棚板に滑り止めのふきんやシートを敷く。

木やアルミの棒などの飛び出し防止枠を付ける。

開きの扉はロックできる器具を付け、ガラスには飛散防止フィルムを貼る。

地震に備え家族の身の安全の為に、家具の転倒・落下を防止しましょう
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◆日時 平成３０年１月２８日(日)

午前１０時００分から

●講演

『地域防災を考える～危険を知り、どう備えるか？～』

講師

山口大学大学院

創成科学研究科 准教授

消防庁消防大学校 客員教授
たきもと こういち

瀧本 浩一 氏

◆場所 山口県大島防災センター
※会場の定員には限りがありますので、ご了承ください。

なお、ご来場の方にはもれなく防災グッズを差し上げます。

◆問い合わせ

総務課 消防防災班 ☎０８２０（７４）１０００

来 館 者 紹 介

１１月＆１２月 見学団体

延永校区 区長会

（福岡県行橋市）

福山市西防火協会

（広島県）

山口市下市町角下市

町内会いきいきサロン

平川コミュニティー

推進協議会（山口市）

の方々が来館されました。

出前講座

三ヶ浦自治会（東和）

周防大島町防災講演会（入場無料）

久賀小・久賀中・周防大島高久賀校舎

合同避難訓練（地震津波想定） 2017.11.27

避難指示の放送が流れると児童生徒はそれぞれ各校グラウンドに集合。

◎久賀小４～６年生、中学生は高台に移動。（写真のとおり経路を確認しながら避難）

◎久賀小１～３年生は周防大島高校専攻科生と高校の校舎４階へ避難。


